
付属の専用の払込用紙をご利用下さい。

　払込用紙に必要事項をご記入の上、福井銀行またはゆうちょ銀行にてお手続き願います。その場合、手数料
は大学が負担いたしますので、払込用紙の金額欄にはご寄附の金額をご記入下さい。
　その他の金融機関でのお手続きも可能ですが、その場合、手数料を含めた金額を募金額としてお取り扱いい
たしますので、払込用紙の金額欄には寄附額から手数料を差し引いた金額をご記入ください。

1 金融機関からの払込によるご寄附

インターネットでのお手続きでは、以下のお取扱いが可能です。
○クレジットカード決済　　○コンビニ決済　　○ Pay-Easy（インターネットバンキング）決済

　福井大学基金ホームページ（https://www.u-fukui.ac.jp/kikin）の寄附申し込み画面
（寄附する）>（インターネットでのお申込）のお申込フォームによりお手続きください。

　なお、ご寄附頂ける事業として「S-① 工学部100周年記念事業・教育研究の応援」
をご指定ください。

2 インターネットでのお手続きによるご寄附

　「福井大学基金」へのご寄附を通じた創立100周年記念事業募金となります。下記１．または２．
の方法でお手続きください。
　「福井大学基金」へのご寄附を通じた創立100周年記念事業募金となります。下記１．または２．
の方法でお手続きください。

税制上の優遇措置等

 ■ 個人からのご寄附

・所得税の優遇措置
　寄附された年の所得金額から控除を受けることができます。所得金額に対して寄附金額が大きい場合、
減税効果が大きくなります。
　寄附金控除額　＝　寄附金合計　－　2,000円
※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40%が上限です。

・個人住民税の寄附金税額控除
　寄附された翌年の1月1日現在、福井県内にお住まいの方は、寄附された翌年の個人住民税から控除
を受けることができます。

 ■ 法人からのご寄附

　法人税法第37条第3項第2号により、全額損金算入が可能です。

「福井大学基金」へのご寄附を通じた創立100周年記念事業募金は、税制上の優遇措置が受けられます。

募金（ご寄附）のお手続き方法

福井大学基金
ホームページ

工学部創立90周年記念事業にて
再建された福井高等工業学校初代校長

　關  盛治 先生の胸像
「教育は  熱なり、愛なり、感化なり」

福井大学工学部
創立  　   周年記念事業100

1923 ― 2023 募 金 趣 意 書
100年に感謝、
翔び立とう！その先に

　福井大学工学部は、1923年12月に設置された
福井高等工業学校を母体として、1949年 5月に
新制大学として発足し、2023年12月に創立100
周年を迎えます。
　工学部では、この創立100周年にあたり、記
念事業委員会を設け、卒業・修了生及び在学生
で組織する同窓会「福井大学工業会」の協力を
得て、記念事業を実施するための準備を進めて
います。
　この記念事業を成功裏に遂行するため、福井
大学基金「福井大学工学部創立100周年記念事
業募金」を設け、広く募金のご協力を呼びかけ
ていきます。募金活動にご理解を賜り、ご協力
のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

創立100周年記念事業委員長・工学部長   福 井  一 俊
福井大学工業会理事長   堀   　照 夫

国立大学法人福井大学長   上 田  孝 典



　工学部のさらなる飛躍を祈念して、2024年に創
立100周年記念式典を挙行します。工業会会員や地
域企業等の皆様のご参加のもと、式典やシンポジウ
ム等を企画しています。

1 創立100周年記念式典の開催

　在学生、教員、工業会会員が集い、さらに地域に
開かれた創立100周年記念館を建設します。記念館
には100周年ホールや学生の自習スペース、共同研
究等の打ち合わせスペース等を配置する予定です。

2 創立100周年記念館の建設

　工学部の100年にわたる歴史、伝統を記録に留め
る福井大学工学部百年史を編集・刊行します。
　工学部の100年にわたる歴史、伝統を記録に留め
る福井大学工学部百年史を編集・刊行します。

3 福井大学工学部百年史の刊行

　1938年3月に設置された同窓会の歴史や工学部
の歴史を写真等を中心に記録に留める創立100周年
記念工業会誌を発行します。

　1938年3月に設置された同窓会の歴史や工学部
の歴史を写真等を中心に記録に留める創立100周年
記念工業会誌を発行します。

4 創立100周年記念工業会誌の
発行

　工学部独自の教育・研究活動、学生の修学、修学
環境整備を支援するための基金を創設します。
　工学部独自の教育・研究活動、学生の修学、修学
環境整備を支援するための基金を創設します。

5 教育研究支援のための
基金の創設

　福井大学工学部は、すべての人が健やかに安心して暮らし、豊かさを持続的に享受できる社会を実現
するため、科学・技術の分野で貢献します。そのために、IMAGINEER、すなわち夢を描き（IMAGINE）、
それを形にする技術者（ENGINEER）を育成しています。現在の教育・研究分野は、機械、電気・電子、情報、
知能、建築・建設、化学・生物、物理、繊維、原子力など工学系に留まらず理学系まで広がりを見せています。
　創立100周年のこの機会を一層の飛躍のときととらえ、工学部で学ぶ学生の教育研究支援を図り、国
際社会で活躍できる人材（GLOBAL IMAGINEER）の育成を推進していきたいと考えています。

　福井大学工学部創立100周年記念事業委員会は、記念事業を成功裏に遂行するため、福井大学
基金「福井大学工学部創立100周年記念事業募金」を設け、募金のご協力を呼びかけていきたい
と考えています。募金活動にご理解を賜り、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

　福井大学工学部創立100周年記念事業委員会は、記念事業を成功裏に遂行するため、福井大学
基金「福井大学工学部創立100周年記念事業募金」を設け、募金のご協力を呼びかけていきたい
と考えています。募金活動にご理解を賜り、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

●募金の名称 福井大学工学部創立100周年記念事業募金

●募金目標額 3億円
 個人の方は一口１万円、法人・企業の方は一口10万円でお願いします。
 （一口以上何口でも結構です。もちろん、1万円未満の募金も大歓迎です。）

 ◎ご寄附を頂いた皆様には、お礼状を送付するとともに、募金総額に応じて
下記のようなお礼を検討しています。

 　•福井大学工学部百年史のCD-ROMをお届け
 　•福井大学工学部百年史をお届け
 　•100周年記念施設の壁面・座席銘板に御芳名の記載　他

●募金方法 付属の専用の払込用紙（銀行振込またはゆうちょ銀行払込）にご記入の上、お振込
み下さい。

 また、インターネットでのお手続きも可能です。詳細は、次のページをご参照く
ださい。

　　　　　　　　　　※「福井大学基金」へのご寄附を通じた募金となります。ご寄附の一部を大学全体の教育研
究等のために活用させていただきますので、ご了解ください。また、ご寄附頂いた皆様に
は大学よりご厚志に対する謝意がございます。

●募金の募集期間　令和3年4月～

100周年ホール100周年記念施設のイメージパース

●お問合わせ 　 創立100周年記念事業に関するお問合わせ先

福井大学工学系運営管理課
電話：0776-27-8062
E-mail：syomu2ed@kozm1.eng.u-fukui.ac.jp

　 　 寄附手続きに関するお問合わせ先

福井大学基金事務局
電話：0776-27-9903
E-mail：kikin@ad.u-fukui.ac.jp

創立100周年記念事業の内容 募金のお願い
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　工学部のさらなる飛躍を祈念して、2024年に創
立100周年記念式典を挙行します。工業会会員や地
域企業等の皆様のご参加のもと、式典やシンポジウ
ム等を企画しています。

1 創立100周年記念式典の開催

　在学生、教員、工業会会員が集い、さらに地域に
開かれた創立100周年記念館を建設します。記念館
には100周年ホールや学生の自習スペース、共同研
究等の打ち合わせスペース等を配置する予定です。

2 創立100周年記念館の建設

　工学部の100年にわたる歴史、伝統を記録に留め
る福井大学工学部百年史を編集・刊行します。
　工学部の100年にわたる歴史、伝統を記録に留め
る福井大学工学部百年史を編集・刊行します。

3 福井大学工学部百年史の刊行

　1938年3月に設置された同窓会の歴史や工学部
の歴史を写真等を中心に記録に留める創立100周年
記念工業会誌を発行します。

　1938年3月に設置された同窓会の歴史や工学部
の歴史を写真等を中心に記録に留める創立100周年
記念工業会誌を発行します。

4 創立100周年記念工業会誌の
発行

　工学部独自の教育・研究活動、学生の修学、修学
環境整備を支援するための基金を創設します。
　工学部独自の教育・研究活動、学生の修学、修学
環境整備を支援するための基金を創設します。

5 教育研究支援のための
基金の創設

　福井大学工学部は、すべての人が健やかに安心して暮らし、豊かさを持続的に享受できる社会を実現
するため、科学・技術の分野で貢献します。そのために、IMAGINEER、すなわち夢を描き（IMAGINE）、
それを形にする技術者（ENGINEER）を育成しています。現在の教育・研究分野は、機械、電気・電子、情報、
知能、建築・建設、化学・生物、物理、繊維、原子力など工学系に留まらず理学系まで広がりを見せています。
　創立100周年のこの機会を一層の飛躍のときととらえ、工学部で学ぶ学生の教育研究支援を図り、国
際社会で活躍できる人材（GLOBAL IMAGINEER）の育成を推進していきたいと考えています。

　福井大学工学部創立100周年記念事業委員会は、記念事業を成功裏に遂行するため、福井大学
基金「福井大学工学部創立100周年記念事業募金」を設け、募金のご協力を呼びかけていきたい
と考えています。募金活動にご理解を賜り、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

　福井大学工学部創立100周年記念事業委員会は、記念事業を成功裏に遂行するため、福井大学
基金「福井大学工学部創立100周年記念事業募金」を設け、募金のご協力を呼びかけていきたい
と考えています。募金活動にご理解を賜り、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

●募金の名称 福井大学工学部創立100周年記念事業募金

●募金目標額 3億円
 個人の方は一口１万円、法人・企業の方は一口10万円でお願いします。
 （一口以上何口でも結構です。もちろん、1万円未満の募金も大歓迎です。）

 ◎ご寄附を頂いた皆様には、お礼状を送付するとともに、募金総額に応じて
下記のようなお礼を検討しています。

 　•福井大学工学部百年史のCD-ROMをお届け
 　•福井大学工学部百年史をお届け
 　•100周年記念施設の壁面・座席銘板に御芳名の記載　他

●募金方法 付属の専用の払込用紙（銀行振込またはゆうちょ銀行払込）にご記入の上、お振込
み下さい。

 また、インターネットでのお手続きも可能です。詳細は、次のページをご参照く
ださい。

　　　　　　　　　　※「福井大学基金」へのご寄附を通じた募金となります。ご寄附の一部を大学全体の教育研
究等のために活用させていただきますので、ご了解ください。また、ご寄附頂いた皆様に
は大学よりご厚志に対する謝意がございます。

●募金の募集期間　令和3年4月～

100周年ホール100周年記念施設のイメージパース

●お問合わせ 　 創立100周年記念事業に関するお問合わせ先

福井大学工学系運営管理課
電話：0776-27-8062
E-mail：syomu2ed@kozm1.eng.u-fukui.ac.jp

　 　 寄附手続きに関するお問合わせ先

福井大学基金事務局
電話：0776-27-9903
E-mail：kikin@ad.u-fukui.ac.jp

創立100周年記念事業の内容 募金のお願い
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の

応
援

記 載 事 項 を 訂 正 し た 場 合 は 、 そ の 箇 所 に 訂 正 印 を 押 し て く だ さ い 。

切 り 取 ら な い で お 出 し く だ さ い 。
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ホ
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に
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し
て
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匿
名
希
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の
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□
 匿
名
希
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の
□
に
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チ
ェ
ッ
ク
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
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今
回
ご
入
金
い
た
だ
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ご
寄
附
の
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ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
例
：
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00
0
円
の
場
合
）
手
数
料
は
大
学
が
負
担
い
た
し
ま
す
。



付属の専用の払込用紙をご利用下さい。

　払込用紙に必要事項をご記入の上、福井銀行またはゆうちょ銀行にてお手続き願います。その場合、手数料
は大学が負担いたしますので、払込用紙の金額欄にはご寄附の金額をご記入下さい。
　その他の金融機関でのお手続きも可能ですが、その場合、手数料を含めた金額を募金額としてお取り扱いい
たしますので、払込用紙の金額欄には寄附額から手数料を差し引いた金額をご記入ください。

1 金融機関からの払込によるご寄附

インターネットでのお手続きでは、以下のお取扱いが可能です。
○クレジットカード決済　　○コンビニ決済　　○ Pay-Easy（インターネットバンキング）決済

　福井大学基金ホームページ（https://www.u-fukui.ac.jp/kikin）の寄附申し込み画面
（寄附する）>（インターネットでのお申込）のお申込フォームによりお手続きください。

　なお、ご寄附頂ける事業として「S-① 工学部100周年記念事業・教育研究の応援」
をご指定ください。

2 インターネットでのお手続きによるご寄附

　「福井大学基金」へのご寄附を通じた創立100周年記念事業募金となります。下記１．または２．
の方法でお手続きください。
　「福井大学基金」へのご寄附を通じた創立100周年記念事業募金となります。下記１．または２．
の方法でお手続きください。

税制上の優遇措置等

 ■ 個人からのご寄附

・所得税の優遇措置
　寄附された年の所得金額から控除を受けることができます。所得金額に対して寄附金額が大きい場合、
減税効果が大きくなります。
　寄附金控除額　＝　寄附金合計　－　2,000円
※控除の対象となる寄附金額は、総所得金額等の40%が上限です。

・個人住民税の寄附金税額控除
　寄附された翌年の1月1日現在、福井県内にお住まいの方は、寄附された翌年の個人住民税から控除
を受けることができます。

 ■ 法人からのご寄附

　法人税法第37条第3項第2号により、全額損金算入が可能です。

「福井大学基金」へのご寄附を通じた創立100周年記念事業募金は、税制上の優遇措置が受けられます。

募金（ご寄附）のお手続き方法

福井大学基金
ホームページ

工学部創立90周年記念事業にて
再建された福井高等工業学校初代校長

　關  盛治 先生の胸像
「教育は  熱なり、愛なり、感化なり」

福井大学工学部
創立  　   周年記念事業100

1923 ― 2023 募 金 趣 意 書
100年に感謝、
翔び立とう！その先に

　福井大学工学部は、1923年12月に設置された
福井高等工業学校を母体として、1949年 5月に
新制大学として発足し、2023年12月に創立100
周年を迎えます。
　工学部では、この創立100周年にあたり、記
念事業委員会を設け、卒業・修了生及び在学生
で組織する同窓会「福井大学工業会」の協力を
得て、記念事業を実施するための準備を進めて
います。
　この記念事業を成功裏に遂行するため、福井
大学基金「福井大学工学部創立100周年記念事
業募金」を設け、広く募金のご協力を呼びかけ
ていきます。募金活動にご理解を賜り、ご協力
のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

創立100周年記念事業委員長・工学部長   福 井  一 俊
福井大学工業会理事長   堀   　照 夫

国立大学法人福井大学長   上 田  孝 典


